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霧島市社会体育施設長寿命化計画（案）パブリックコメント 

【お寄せいただいたご意見の概要と市の考え方について】 

 

番号 該当箇所 ご意見の概要 市の考え方 
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P15～16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P30 

 

 

（１）二次評価で総量コントロールとなった施設は廃止・転用を

来年度から実施するのか。その場合、実施時期は市民にいつ

公表されるのか。 

 

 

（２）計画が決定でない場合は、来年度から各施設利用者に意見

等聴取の機会を設けた上で総量コントロールの是非を決定

するのか。 

 

 

（３）具体的な利用者数はどこで確認できるのか。多・少の基準

は他の同種施設と比較しているのか。そうであれば国分・隼

人地区は人口が多いので、多と評価されるのは当然ではない

か。 

 

 

 

（４）総量コントロールとされる施設を民間・サークル等が維持

管理し、残していくことは可能か。 

 

（１）二次評価において総量コントロールとした施設は、当面の

間は、従来通りの利用を継続します。そのうえで、施設ごと

の状況を踏まえ、更新時期に整備方針を検討し、適切な時期

に公表します。 

 

（２）本計画は、パブリックコメントや市民及び利用者アンケー

トを経て、令和６年３月に策定予定であることから、当面意

見聴取の予定はありません。 

なお、本計画の中間見直しは令和 10年度を予定しています。 

 

（３）利用者の多・少の基準は、地区毎（合併前７市町）の人口

に対し、鹿児島県が掲げる「第２期マイライフ・マイスポー

ツ運動」による運動指標実績やスポーツ庁の「スポーツの実

施状況等に関する世論調査」を参考に地区毎に算出してお

り、施設同士を比較したものではありません。 

 

 

（４）総量コントロール施設の整備手法や維持管理手法について

は、各施設の更新時期に検討します。 
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番号 該当箇所 ご意見の概要 市の考え方 

1 P30～41 （５）計画案では、今後は国分隼人地区の施設を利用しなければ

ならない。代替施設が 30 分以内にあるため総量コントロー

ルするとされているが、移動手段（高齢者・障がい者等）が

ない人にどのように対処するのか。 

 

 

（６）機能維持施設は、スポーツ別利用者数も考慮して、施設数

を決定しているのか。そうであれば利用者数や総量コントロ

ール施設とした根拠を示してほしい。 

 

 

 

 

（７）意見書への回答は市ホームページだけでなく、高齢者が閲

覧できるよう広報・体育施設等でも公表してほしい。また、

その回答に対する質問等はできるか。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）利用施設への移動手段については、利用者アンケートでは

94％の方が自家用車を使用しているとの結果となりました。  

自家用車以外の移動手段（徒歩、自転車、公共交通機関等）

の方もいらっしゃいますので、今後の移動手段の在り方につ

いては、施設の更新時期に整備方針と合わせて検討します。 

 

（６）機能保持と総量コントロールの考え方は、（３）でお示し

した考え方のほか、施設の安全性や機能性、収支バランス等

の経済性、代替施設の有無や代替施設への移動時間、各地域

の施設の設置状況、各種大会開催基準、競技施設の希少性、

防災拠点の指定等の施設環境及びアンケート等を総合的に

判断して整理しています。 

    

（７）本計画案への意見に対する本市の考え方については、パブ

リックコメント開始時の案内のとおり、ホームぺージで公表

します。 

なお、提出された意見に対する個別の回答は行わないとし

ていますのでご了承ください。 
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番号 該当箇所 ご意見の概要 市の考え方 

２ P33 （１）隼人温水プールについて 

老朽化で廃止と進められているが、一部市外からも利用者

があり、高齢者や少年団の利用がある。 

（２）横川温水プールについて 

市外からも利用者があり、少年団が毎週練習している。国

分プール迄の移動は 40分かかり心配である。 

（３）国分総合プール 

老朽化が進んでいるが、市内外及び小中高校やクラブが利

用しており、横川・隼人プールがなくなれば、国分プールの

みで利用人口をまかなうことは難しいと考える。 

 

各プールともに様々な利用状況があると同時に、建屋・設備と

もに劣化が進んでいます。 

 国分は日本水泳連盟の公認プール、横川と隼人は温水プールで

あるという施設の特性を考慮しつつ、公共施設としての今後の在

り方を検討します。 

 

３ なし 特定の施設への存続、修繕要望や不特定の意見等（44件） 総量コントロールとした施設については、当面の間は、従来通

りの利用を継続します。そのうえで、施設ごとの状況を踏まえ、

更新時期に整備方針を検討します。 

更新時期については、建築施設の老朽化による屋根や外壁、内

部仕上げ、機械設備、電気設備等の大規模改修が必要となった場

合に判断します。 

なお、利用者等の安全が確保できなくなった場合は、この限り

ではありません。 

 

意見提出件数：46件 

上記の内容と重複するものについては、掲載を省略しておりますのでご了承ください。 

 


